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　令和８年第３回定例会は９月９日から10日までの２日間の会期で開かれ、村の財政状況を判断
する令和７年度財政健全化判断比率や令和７年度公営企業資金不足比率が報告されたほか、五木学
園校舎の新築に係る工事請負契約の締結が２件他、4,020万８千円を追加する令和８年度一般会計
補正予算及び介護保険特別会計など特別会計補正予算が５件の計７議案が上程され、全議案原案の
とおり可決しました。
　また、令和７年度における一般会計、特別会計、企業会計の10件の決算認定については、決算
認定審査特別委員会で審議することにしました。

次世代を担う事業者支援補助金
1000万円を含む補正予算を可決

９ 月
定例会

―　議案審議の結果　― 賛成…〇　反対…×　欠席…欠

議　　　　　案　　　　　名
田
山
淳
士

黒
木
一
秀

西
村
久
徳

園
田　

久

中
村
俊
也

豊
永
勝
彦

審議結果

報告
第４号

令和７年度財政健全化判断比率について
※実質公債費比率　13.6% － － － － － － －

報告
第５号

令和７年度公営企業資金不足比率について
※資金不足　無 － － － － － － －

議案
第５５号

工事請負契約の締結について（五木学園校舎新築電気
設備工事）
※契約金額　２億5,630万円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５６号

工事請負契約の締結について（五木学園校舎新築機械設
備工事）
※契約金額　１億4,484万８千円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５７号

令和８年度五木村一般会計補正予算（第３号）
※4,020万8千円追加／予算総額56億3,718万2千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５８号

令和８年度五木村介護保険特別会計補正予算（第２号）
※2,115万9千円追加／予算総額2億3,625万3千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

〇令和８年度一般会計補正予算（第３号）
■主な歳出
・情報通信事業特別会計繰出金 ８９１万３千円
・地域力創造アドバイザー謝金 ５２万１千円
・人吉高校五木分校修学旅行費補助金 ４９万１千円
・林道浪人越線改良工事 ３４９万８千円
・次世代を担う事業者支援補助金 １，０００万円
・代替地上下水道事業特別会計繰出金 ２２５万７千円
・村営住宅修繕料 １００万円
・五木学園第２校舎修繕料 ７４万８千円
・災害復旧工事測量設計業務委託料（林道鴦山線） ５００万円

令和８年９月９日～ 10 日定例会
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議　　　　　案　　　　　名
田
山
淳
士

黒
木
一
秀

西
村
久
徳

園
田　

久

中
村
俊
也

豊
永
勝
彦

審議結果

議案
第５９号

令和８年度五木村代替地上下水道事業特別会計補正予
算（第１号）
※225万7千円追加／予算総額2,001万7千円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第60号

令和８年度五木村墓地公園特別会計補正予算（第１号）
※8万8千円追加／予算総額60万1千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第61号

令和８年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第２
号）
※962万5千円追加／予算総額6,378万3千円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

※実質公債費比率とは予算に対する借金返済割合の3カ年平均値

　令和８年第３回臨時会が８月３日に開かれ、防災行政無線仰烏帽子中継局の修繕や宮園交流館
の雨漏り修繕など581万9千円を追加し、歳入歳出予算の総額を55億9,697万4千円とした令和８
年度一般会計補正予算の専決処分を承認したほか、義務教育学校「五木学園」の体育館に空調設備
が整備されたことに伴い、体育館の空調使用料を定める「五木村立義務教育学校施設の開放に関す
る条例の一部改正」、林道空舎線災害復旧工事の工事内容の変更に伴い480万5,726円減額し、契
約金額を6,284万4,274円とする工事請負変更契約の締結、五木学園の校舎新築工事を6億1,600
万円（税抜き）で締結する工事請負契約の３議案を原案のとおり可決しました。

〇（専決）令和８年度一般会計補正予算（第２号）
■主な歳出
・防災行政無線仰烏帽子中継局修繕料 １０９万５千円
・五木学園第２校舎雨漏り修繕料 １７万４千円
・宮園交流館エレベーター修繕料 ３５万円
・宮園交流館雨漏り修繕工事 ４２０万円

―　議案審議の結果　― 賛成…〇　反対…×　欠席…欠

議　　　　　案　　　　　名
田
山
淳
士

黒
木
一
秀

西
村
久
徳

園
田　

久

中
村
俊
也

豊
永
勝
彦

審議結果

承認
第４号

専決処分の承認を求めることについて（令和８年度五木
村一般会計補正予算（第２号））
※581万9千円追加／予算総額55億9,697万4千円

〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案承認

議案
第４９号

五木村立義務教育学校施設の開放に関する条例の一部
改正について
※体育館空調使用料　１時間につき1,600円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５０号

工事請負変更契約の締結について（林道空舎線災害復
旧工事（５号箇所））
※変更契約金額　6,284万4,274円

○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案
第５１号

工事請負契約の締結について（五木学園校舎新築工事）
※契約金額　6億1,600万円（税抜き） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和８年　第 3 回臨時会
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持
続
可
能
な
交
通
体

系
の
構
築
に
つ
い
て

来
年
４
月
か
ら
路
線
バ
ス

が
廃
止
に
な
る
が
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
。

観
光
と
住
民
と
高
校
生
、

こ
の
３
つ
の
課
題
を
公
共
交
通
の

再
編
に
お
い
て
解
決
し
て
い
き
た

い
。

利
用
さ
れ
る
村
民
の
方
や

観
光
客
の
方
の
意
向
等
を
調
査
す

る
考
え
は
な
い
か
。

昨
年
、
全

世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
げ
ん
ぞ
う
会
等

で
の
聞
き
取
り
調
査
も
行
っ
て
い

る
。

利
用
さ
れ
る
方
等
の
意
見

を
聞
き
、
で
き
る
限
り
の
村
民
に

寄
り
添
っ
た
公
共
交
通
体
系
を
構

築
し
て
も
ら
い
た
い
。

村
民
の
移
動
手
段
の
利
便

性
の
向
上
や
買
い
物
、
通
院
に
つ

い
て
も
調
査
し
、
高
校
生
の
通
学

等
に
も
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
よ

う
に
や
っ
て
い
き
た
い
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

中
東
情
勢
や
円
安
等
様
々

な
要
因
に
よ
り
食
料
品
を
は
じ
め

と
す
る
生
活
用
品
等
の
価
格
の
高

騰
は
、
五
木
村
の
よ
う
な
山
村
で

は
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。
特
に
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者

世
帯
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
村
と

し
て
新
た
な
物
価
高
騰
対
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

年
度
当
初
に
1
人
３
万

円
の
商
品
券
を
配
付
し
て
い
る
ほ

か
、
特
に
高
齢
者
の
方
に
は
笑
顔

給
付
金
２
万
円
の
助
成
、
子
育
て

世
帯
に
つ
い
て
も
給
食
費
の
無
料

化
と
か
従
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
は
特
段
考
え
て
い
な
い
。

全
国
で
は
独
自
の
支
援
策

を
講
じ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

村
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
は
で
き

な
い
か
。高

齢
者
の
方
と
か
子
育
て

世
帯
へ
は
他
町
村
よ
り
踏
み
込
ん

だ
政
策
を
や
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
制
度
の
効
果
等
を
検
証

し
、
確
認
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
検
討
は
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
等
の
生

活
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

地
球
温
暖
化
に
よ
り
猛
暑

日
が
増
え
続
け
て
い
る
今
日
に
お

い
て
、
エ
ア
コ
ン
は
生
活
必
需
品

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
で
は
熱
中

症
に
よ
り
多
く
の
高
齢
者
の
方
が

室
内
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
も
あ
り
、
高
齢
者
世
帯
や
小

さ
な
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し

て
、
エ
ア
コ
ン
の
購
入
、
買
い
替

え
に
補
助
等
が
で
き
な
い
か
。

本
当
に
必
要
と
い
う
事

案
が
出
て
く
れ
ば
、
福
祉
の
方
で

し
っ
か
り
調
査
を
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
う
が
、
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
へ
の
緊
急
時
等

に
お
け
る
情
報
周
知

対
策
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
行
政

の
お
知
ら
せ
等
が
気
付
く
よ
う
な

工
夫
、
対
策
が
で
き
な
い
か
。

毎
日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
見
て
い
た
だ
く
、
あ
と
は
地
道

に
伝
え
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
改
善
す
る
余
地
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
は
近
年
の
大
災
害
等
の

非
常
時
に
お
い
て
、
通
信
、
情
報

収
集
手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
村
内
の
電
波
不
感

地
域
等
の
解
消
は
村
と
し
て
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
か
。

衛
星
を
使
っ
た
携
帯
電
話

の
利
用
と
い
う
こ
と
で
、
電
波
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
通
信「
ス
タ
ー
リ

ン
ク
」、
そ
う
い
う
も
の
の
普
及

も
や
っ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
情

報
を
集
め
て
住
民
に
も
今
後
説
明

し
て
い
き
た
い
。

村政
を
問う
一般質問

新たな公共交通体系を
どのように考えていくのか
木下村長　観光と住民と高校生、この３つの課題を
　　　　　解決していきたい

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

黒木 一秀 議員

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

竹
村
文
秀
総
務
課
長

総
務
課
長

住民の移動手段：産交バス
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白
水
団
地
に
つ
い
て

①
白
水
団
地
の
住
所
は
登

記
上【
Ａ
】だ
が
、
住
民
票
の
記
載

は【
Ｂ
】で
あ
る
。
村
で
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
ど
う
対
処
す
る
か

伺
い
た
い
。

集
落
再
編

時
に
、
新
た
に
で
き
た
地
番
が

【
Ａ
】で
あ
り
、
白
水
団
地
の
正
式

な
住
所
で
あ
る
。
住
民
票
の
記
載

は
、
分
筆
前
に
住
民
が
所
持
し
て

い
た
山
林
の【
Ｂ
】で
あ
る
。
経
緯

は
、
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
た
め

回
答
は
差
し
控
え
る
。
今
後
、
改

め
て
住
民
へ
説
明
し
な
が
ら
対
処

し
て
い
く
。

②
白
水
団
地
で
は
、
全

世
帯
が
同
一
住
所
を
使
用
し
て
い

る
。
同
姓
の
世
帯
も
あ
り
、
郵
便

や
宅
配
業
者
の
混
乱
を
招
い
て
い

る
。
家
屋
ご
と
に
分
筆（
住
所
を
分

け
る
こ
と
）は
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。

家
屋
に
番
号

を
振
り
分
け
、
地
区
入
り
口
に
番

号
を
示
し
た
看
板
を
設
置
し
て
い

る
。
配
達
業
者
に
混
乱
が
あ
る
の

な
ら
ば
対
策
は
必
須
と
考
え
る
。

分
筆
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。③

白
水
団
地
に
、
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
危
険
な
空
き
家
が
あ

り
、
早
急
な
解
体
が
望
ま
れ
る
。

土
地
所
有
者
は
村
で
あ
り
、
家
屋

の
所
有
者
を
示
す
保
存
登
記
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
誰
が
責
任
を
持

ち
、
ど
う
対
処
す
る
か
伺
い
た
い
。

家
屋
の
所

有
権
は
、
購
入
し
た
住
民
の
も
の

で
あ
る
。
村
で
は
所
有
者
を
把
握

を
し
て
お
り
、
解
体
は
所
有
者
の

負
担
と
な
る
。
し
か
し
、
早
急
に

解
体
が
必
要
な
物
件
は
、
村
が
一

時
負
担
を
し
、
の
ち
に
所
有
者
に

費
用
を
徴
収
す
る
方
法
も
あ
る
。

ま
た
、
空
き
家
の
解
体
に
関
す
る

補
助
金
制
度
も
設
け
て
い
る
。
ま

ず
は
所
有
者
に
呼
び
か
け
、
区
長

会
で
も
周
知
し
て
い
く
。

頭
地
代
替
地
で
は
大
規
模

な
移
転
を
し
た
が
、
各
家
屋
に
地

番
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
が
白
水

地
区
で
は
行
わ
れ
ず
、
長
い
あ
い

だ
不
便
を
し
い
ら
れ
て
き
た
。
不

安
を
解
消
し
、
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
善
処
を
望
む
。

各
地
区
の
常
会
に
参
じ
、

地
区
の
課
題
を
質
問
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
る
。
今
回
提
案
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
担
当
課
を
含
め
て

協
議
を
し
、
地
元
の
方
に
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
。

買
い
物
支
援
事
業
に

つ
い
て買

い
物
が
困
難
な
高
齢
者

を
対
象
と
す
る
、
移
動
販
売
の「
買

い
物
支
援
事
業
」が
あ
る
。
事
業
者

と
の
打
ち
合
わ
せ
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
か
伺
い
た
い
。村

内
の
事

業
者
を
優
先
に
、
商
工
会
を
通
じ
て

説
明
や
受
託
の
調
査
を
行
な
っ
た
。

継
続
し
て
参
加
し
て
い
る

二
社
に
、
新
た
に
一
社
加
わ
り
、

合
計
三
社
が
参
加
し
て
い
る
。
公

的
資
金
で
補
助
し
て
い
る
事
業
と

は
い
え
、
既
存
の
二
社
が
得
て
い

た
売
上
を
、
三
社
で
分
け
る
現
状

で
は
事
業
者
の
売
上
は
低
下
し
、

不
況
か
ら
事
業
の
撤
退
、
ひ
い
て

は
移
動
販
売
の
消
滅
に
つ
な
が
る
。

村
内
で
事
業
を
行
う
建
設
現
場
事

務
所
へ
の
弁
当
販
売
な
ど
、
新
た

な
販
路
を
開
拓
し
、
事
業
者
が
競

合
せ
ず
に
事
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
改
善
を
希
望
す
る
。現

在
の
支
援

事
業
は
実
証
実
験
で
あ
る
。
現
形

態
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
商
工
会
と
協

力
を
し
な
が
ら
今
後
も
継
続
で
き

る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
く
。

白水地区の地番について
木下村長 担当課を含め協議し、地元に伝える

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村政
を
問う
一般質問

産
業
振
興
課
長

議
員

【
白
水
団
地
と
は
…
約
五
十
年
前
、

集
落
再
編
の
対
象
と
な
っ
た
地

区
。土
地
の
所
有
者
は
村
で
あ
り
、

建
物
の
所
有
者
は
買
い
取
っ
た
住

民
で
あ
る
】

※
住
所
は
個
人
情
報
保
護
の
た

め
、【
Ａ
】【
Ｂ
】と
表
記
す
る
。園田 久 議員

大
岩
留
美
住
民
税
務
課
長

住
民
税
務
課
長

土
肥
整
二
ダ
ム
対
策
課
長

村
長

土
肥
博
司
産
業
振
興
課
長
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現
在
運
行
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
に
つ
い
て
、
利
用
者

数
や
利
用
状
況
の
把
握
は
。

令
和
２
年

よ
り
毎
年
利
用
状
況
の
統
計
を

と
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、

利
用
者
が
17
・
７
％
ほ
ど
減
少
し

て
い
る
。住

民
の
声
を
運
行
ル
ー
ト

や
時
刻
表
の
改
善
に
取
り
入
れ
る

な
ど
の
工
夫
は
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

こ
れ
ま
で
は
、
そ

の
よ
う
な
変
更
は
行
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
現
在
、
運
行
委
託
の

契
約
段
階
で
あ
り
、
今
後
は
減
便

や
ル
ー
ト
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

通
院
・
買
い
物
・
金
融
機

関
・
役
場
な
ど
、
特
に
高
齢
の
方
々

の
日
常
生
活
に
合
わ
せ
た
運
行
の

検
討
は
。

発
注
し
た
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
も
協
議
し
、検
討
を
し
て

い
き
た
い
。来

年
4
月
の
路
線
バ
ス
廃

止
を
受
け
、そ
の
後
の
頭
地
人
吉

間
の
交
通
は
。五

木
独
自
で
走
ら

せ
る
予
定
だ
っ
た
が
、再
編
の
検

討
の
練
り
直
し
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。

住
民
の
交
通
の
利
便
性
確

保
、
通
学
生
や
観
光
客
への
対
応
等
、

四
自
治
体
で
協
議
し
、
精
一杯
取
り

組
ん
で
い
く
。

村政
を
問う
一般質問

路線バス廃止に伴う、
村民の交通手段の確保は
木下村長　日常生活の基盤である村民の交通手段の
　　　　　確保に、早期に取り組む

議
員

議
員

五木分校生徒の貴重な通学手段

村
長

中村 俊也 議員

議
員

議
員

竹
村
文
秀
総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

議会の動き（７月～９月）
１日 定例全員協議会（全議員）
２日 小鶴原女木線・坂本人吉線改良貫通促進期
 成会総会 （早田議長）

  ７日 人吉下球磨消防組合議会全員協議会（中村議員）
  ９日 川辺川ダム促進期成会・三期合同期成会
 （早田議長）
 広報委員会（全委員）
10日 定例郡議長会議（早田議長）
14日～８月25日　決算監査（豊永監査委員）
16日 広報委員会（全委員）
 国道219号線整備改良促進期成会総会
 （早田議長）
17日 ダム対策再建特別委員会（全委員）
 正副委員長研修会（全委員）
21日 監査委員研修会（豊永監査委員）
23日 例月監査（豊永監査委員）・広報委員会（全委員）
29日 五木村森林組合総会（早田議長）

  ３日 第3回臨時会（全議員）
  ６日 定例全員協議会（全議員）
17日 定例郡議長会議（早田議長）

人吉下球磨消防組合議会臨時会・全員協議会
 （中村議員）

25日 例月監査（豊永監査委員）
26日 下球磨正副議長会（早田議長・田山副議長）
 人吉下球磨議長会（早田議長）
28日 広域行政組合定例会（西村・園田議員）

２日 議会運営委員会（全委員）
 定例全員協議会（全議員）
９日～10日 第3回議会定例会（全議員）

16日 村内施設視察（全議員）
20日 敬老式典（全議員）・広報委員会(全委員)
24日 定例郡議長会議（早田議長）
 例月監査（豊永監査委員）
29日～30日　行政組合視察研修（西村・園田議員）
29日 五木学園校舎着工式（各議員）
30日 人吉下球磨消防組合議会全員協議会（中村議員）

7
月

8
月

9
月
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村内産業視察　報告書
特集

視察日：令和８年９月 16日
視察先：子別峠・端海野・下梶原・頭地水没予定地
視察者：全議員

１）視察の目的
　新規事業や農業の産地化を目指す村内事業所が現在どのような状況で事業を営んでい
るのか、また、経営上の課題や行政に対する要望などを直接伺い、今後の議員活動や村
政への提言に生かすことを目的として視察を行いました。

２）視察先
①子別峠（事業所：Ｍフィールド・事業内容：夏

かしゅう

秋イチゴ栽培）
　当事業者は、約 30 年前から事業を開始されている。イチゴは本来冬場の作物である
が、当地区の気候環境を利用した夏秋イチゴを栽培されており栽培技術が非常に難し
い作物である。現在、夏秋イチゴの生産地として九州では唯一子別峠のみである。令
和６年 1月に将来的にイチゴ栽培の団地化を目指すため五木村と協定を締結し、現在
は新たな企業参入に向けた協議が進められている。また、事業所では今後、徳島県の
生産者と連携し、日本一の夏秋イ
チゴを目標とされている。
栽培面積は、ハウス６棟の 2,500
㎡であり、作業員として外国人の
技能実習生が当地区に住み込んで
従事されている。夏秋イチゴの販
売先は、流通大手のヤマエ久野㈱
をメインに行っている。五木物産
館への出荷も今後取組む予定であ
る。

出荷時にはこのようなイチゴが
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②端海野（事業所：なちゅらら・事業内容：端海野キャンプ場）
　村が指定管理を行っているキャ
ンプ場の現状について説明を受け
た。現地の環境を活かした沢遊び
や釣り堀、サウナテントにドッグ
ラン等のアクティビティを取り入
れ集客に取組まれている。利用実
績では、来場者が 1,000 人を超え
ているとのことで、過去の利用者
数からは数倍に増えている。また、
設備において冬場の水道管凍結や今年の夏場における水道水量の減少が発生したとの
こと。今後も集客の取り込みのための工夫として情報発信や冬場以外の季節の運営を
図っていく予定である。
　キャンプ場利用者が村内事業所に波及効果が増えるよう期待したい。

③下梶原（事業所：日の丸川魚商店・事業内容：やまめ・うなぎ養殖）
　村が指定管理を行っている養魚場の現
状について説明を受けた。現在、やまめ
5,000 匹・ニジマス 150 匹・ウナギ 20,000
匹を養殖されており、作業従事者は熊本
市から通勤している。特にウナギの養殖
については、水温管理が難しく水槽をビ
ニールによる被覆を行い電気温水器で水
を温めて養殖されている。令和６年６月
に仕入れたシラスウナギが現在では約 30
㎝位に成長しており、これから出荷され
る。今後、五木村の清流ウナギとして特
産品を目指しておられる。

特集
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④頭地水没予定地（事業所：㈱子守唄の里五木「なちゅらら、ＧＭＴ」・事業内容：渓流ヴィラ）
　村が指定管理を行っている渓流ビラの現状について説明を受けた。当事業所は令和
８年度より運営体制を変更して、施設の有効利用と観光振興を図るため、村内事業所
のなちゅらら及びＧＭＴに施設を賃貸し
ている。２事業所は、施設の維持費（光
熱水費等）を全額負担し、営業を行って
いる。
　なちゅららは宿泊棟及びアクティビ
ティによる事業運営を実施しており、今
夏のアクティビティは盛況であった。ま
た、ＧＭＴにおいては、
管理等において、川辺川
を題材とした展示やアウ
トドアの商品の販売を予
定している。併せて川辺
川の魅力の情報発信行っ
ている。
　両社とも、㈱子守唄の
里五木と共に村の観光振
興の情報発信や観光客誘
致を取組んで行きたいと
のことであった。

３）事業所から伺った主な課題
　今回の視察で次のような課題について話を伺いました。
　・人材の確保
　・事業を継続するための設備整備
　・情報の発信・ＰＲ
　諸課題について、行政と地域が一緒になって考えていく必要性を感じました。

４）視察を終えて
　今回の視察を通じて、「新たな五木村振興計画」の方向性②「豊かな恵みを生かした
持続可能な産業と雇用の創出」及び方向性④の「豊かな自然やこれまで整備した施設等
を生かした新たな振興」が着実に前へ進むためにも事業所の取組に期待したい。併せて、
諸課題についても村政への提言に生かしながら、国・県とも連携を図って行きたいと思
います。最後に今回の視察に対応いただいた事業所に感謝とお礼を申し上げます。

特集
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次回の定例会は

12月上旬の
予定です。

皆様の傍聴をお待ち
しております。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

黒
木　

一
秀

　

副
委
員
長　

園
田　
　

久

　

委　
　

員　

豊
永　

勝
彦

朝
夕
の
冷
え
込
み
が
増
し
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
、
村
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
如
何
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

猛
暑
日
が
続
く
中
で
の
、
７
月
28
日
に
発
生
し
ま

し
た
熊
本
地
震
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
、

家
屋
倒
壊
等
で
住
む
家
を
奪
わ
れ
た
方
々
、
衷
心
よ

り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
五
木
村
の
地
震
に
よ
る
家
屋

被
害
は
少
な
く
、
村
内
の
皆
様
の
ご
無
事
を
何
よ
り

と
安
堵
い
た
し
ま
し
た
が
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
地

域
に
お
住
い
の
御
親
族
で
被
災
に
見
舞
わ
れ
た
方
も

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一

日
も
早
い
復
旧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

園
田　
　

久

　

村
民
の
方
か
ら
御
要
望
頂
い
た【
館
報
い
つ

き
】の
記
事
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

丸
岩　

関
弥
さ
ん（
下
谷
）の
ご
紹
介
で
す
。

学　

歴

１　

明
治
28
年
〜
34
年
五
木
尋
常
小
学
校
卒（
推

定
）。

２　

明
治
35
年
〜
明
治
40
年　

人
吉
師
範
学
校

給
費
生
と
な
る
。

３　

大
正
８
年（
推
定
）上
京
し
日
本
大
学
夜
間

部
に
入
学
、
法
律
学
を
学
ぶ
。

４　

大
正
12
年
日
本
大
学
予
科
卒
業
。

５　

昭
和
２
年
高
等
文
官
試
験
行
政（
現
在
の
国

家
公
務
員
一
種
試
験
）　

司
法（
現
在
の
司

法
試
験
）に
合
格

６　

昭
和
３
年
日
本
大
学
卒
業
。

職　

歴

　

昭
和
３
年
文
部
省
に
入
省
し
命
に
よ
り
国
立

東
京
高
等
歯
科
医
学
校（
現
在
の
東
京
科
学
大

学
）の
設
立
に
従
事
、
設
立
後
は
同
校
の
職
員

兼
教
授
と
し
て
勤
務
。

　

昭
和
17
年
陸
軍
省
の
求
め
に
応
じ
て
高
等
官

に
応
募（
推
定
）。

　

陸
軍
軍
属
司
政
官
と
し
て
南
方
で
活
躍
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
帰
国
途
中
の
昭
和
20
年

4
月
1
日
、
東
シ
ナ
海
に
て
輸
送
船
が
撃
沈
さ

れ
戦
死
。

　

昭
和
45
年
勲
三
等
旭
日
中
授
章
を
送
ら
れ
る
。

※　

学
歴
は
村
民
の
方
か
ら
頂
い
た
内
容
を
基

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
第
１
２
８
号　

い
つ
き　

昭
和
45
年
３
月
１
日
の
掲

載
記
事
】

　

館
報
い
つ
き
は
、
昭
和
29
年
か
ら
発
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
の
時
代
、
戦
前
戦
後
を
精

一
杯
生
き
て
来
ら
れ
た
先
人
達
あ
っ
て
の
五
木

村
で
す
。

　

今
後
も
、
館
報
い
つ
き
の
記
事
の
中
か
ら
、

不
定
期
に
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

コ
ラ
ム
で
ご
紹
介
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

掲
載
記
事
、
ご
要
望
等
な
ん
で
も
結
構
で
す
、

お
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ϻ੔
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五
木
の偉

人


